私たちが創るくらしの情報誌 by unknown




教
膏
握
玄
迭
ハ
昭
和
2
2年
3
月
3
1日〉
合
同
四
相
場
粁
umwa累
・
サ
〈
前
文
日
本
国
憲
法
の
精
神
に
則
り
教
育
の
目
的
を
明
示
し
て
、
新
し
い
日
本
の
教
育
の
基
本
会
整
比
す
る
た
め
、
こ
の
法
律
を
剤
事
'
莞
第
1
条
{
教
育
の
目
的
U
教
育
は
人
格
の
完
事
乞
目
指
し
、
心
身
と
も
に
健
康
な
国
民
の
育
成
を
期
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
軍
令
-mz条
(
敏
宵
の
方
母
教
育
の
目
的
は
、
あ
ら
ゆ
る
壁
定
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
お
い
て
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
b
第
5
条
曾
男
女
共
学
)
男
女
共
尚
子
は
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
b
第
6
条
盆
偽
薮
・
0
@警
民
は
そ
の
職
責
の
糞
官
札
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に
は
、
教
員
の
身
分
は
尊
事
。
れ
ー
そ
の
待
遇
の
適
正
か
、
期
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ム
語
い
。
第
7
条
容
蓋
教
事
②
図
書
簡
博
物
震
活
施
設
の
設
費
学
校
の
施
設
の
利
用
等
の
方
法
に
よ
っ
て
教
育
の
目
的
の
実
害
註
カ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
8
血
来
月
政
治
敏
恵
①
良
種
あ
る
公
民
た
る
に
必
要
a
よ
政
治
的
教
養
は
、
教
育
上
こ
れ
-
会
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
第
9
条
義
教
教
事
①
申
都
教
に
関
す
る
寛
容
の
態
度
及
び
そ
の
社
会
生
活
に
お
け
る
地
位
は
教
育
上
こ
れ
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ム
毒
い
。
節
目
象
(
敦
賀
行
事
②
こ
の
自
覚
の
も
と
に
、
教
育
の
目
的
影
巷
有
す
る
に
必
要
な
諸
条
件
の
整
備
確
立
を
自
も
事
と
す
る
。
脅
改
正
の
方
向
商
事
引
安
続
会
規
定
す
る
こ
と
が
適
当
盆
定
に
蝿
軍
吉
会
理
事
①
個
人
の
自
己
実
現
と
個
性
・
態
刀
、
都
涯
の
酒
養
(
か
ん
よ
う
:
自
然
に
し
み
こ
む
喜
之
語
草
す
る
こ
と
)
②
感
性
、
自
熱
や
環
壌
と
の
か
か
わ
り
の
雷
覆
③
社
会
の
形
成
に
士
底
的
に
参
画
ず
る
「
公
共
」
の
精
神
、
道
寵
Q
自
立
心
の
癌
養
④
日
本
の
伝
統
・
文
化
の
尊
翼
郷
土
や
園
券
葦
す
る
心
と
国
際
笠
宮
の
一
員
正
し
て
の
婁
概
の
橿
養
⑤
ゐ
謹
堂
曹
の
要
時
⑥
時
代
や
一
丞
置
の
装
化
へ
の
対
応
め
職
業
生
帯
と
の
開
速
の
明
確
化
@
男
女
共
同
参
画
整
耳
へ
の
脊
与
事
。
条
男
女
季
の
巷
宗
広
く
護
透
じ
、
性
別
に
よ
る
制
摩
簡
な
教
膏
雄
会
の
差
真
も
な
く
な
っ
て
お
り
、
削
除
す
る
こ
と
が
聖
-
②
〈
暫
息
翼
行
法
の
規
定
に
加
え
て
、
研
究
と
修
養
に
励
み
、
資
質
向
上
を
図
る
こ
と
の
必
要
性
に
つ
い
て
規
定
す
る
こ
と
が
適
当
マ
(
学
跡
。
学
校
の
基
本
前
な
役
割
に
つ
い
て
、
教
育
を
受
け
る
者
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
、
知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
教
育
を
行
う
と
と
も
に
、
生
涯
堂
書
の
要
ゅ
の
実
現
に
菅
与
す
る
と
い
弓
観
点
か
ム
偏
擦
に
規
定
す
る
こ
と
が
適
当
。
そ
の
際
、
大
学
・
大
学
院
の
役
割
及
び
私
立
学
校
の
役
割
の
重
要
性
を
賄
事
え
て
規
定
第
長
す
る
こ
と
が
適
当
(
家
庭
薮
育
H
男
打
訟
に
は
規
定
な
し
)
①
家
庭
は
、
子
ど
も
の
教
育
に
第
一
義
的
に
責
任
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
家
庭
薮
育
の
役
割
に
つ
い
て
新
た
に
規
宰
す
る
こ
と
が
適
当
②
家
庭
教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
重
姿
で
あ
る
こ
と
歩
蕗
事
え
て
、
国
や
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
家
庭
教
育
の
支
援
に
つ
い
て
想
定
す
る
こ
と
が
適
当
第
7
条
②
堂
書
機
会
の
充
実
等
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
守
層
事
え
て
、
国
や
壇
刀
公
共
団
体
に
よ
る
社
A
亙
警
の
振
興
に
つ
い
て
規
定
す
る
こ
と
が
適
当
宰
校
・
家
庭
・
地
場
社
会
の
連
携
・
協
力
H
翼
打
法
に
は
規
定
な
し
)
教
育
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
整
冨
の
三
者
の
連
携
・
協
力
が
重
姿
で
あ
り
、
そ
の
旨
や
是
定
す
る
こ
と
が
適
当
第
8
条
自
由
で
公
正
な
整
奇
形
成
者
と
し
て
国
家
・
社
会
の
諸
問
題
の
解
決
に
主
体
的
に
か
か
わ
っ
て
い
く
意
識
や
態
厚
生
相
撃
す
る
F
Eが
重
要
で
あ
り
、
そ
の
旨
券
遍
切
に
規
定
す
る
こ
と
が
適
当
す
策
宗
教
に
関
す
る
寛
容
の
態
度
や
一
知
識
、
宗
教
の
持
つ
意
義
ル
尊
重
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
の
旨
会
通
切
に
規
軍
す
る
こ
と
が
適
当
第
叩
象
マ
国
と
地
方
公
共
団
体
の
適
切
な
役
割
分
担
会
曜
ま
え
て
、
教
育
に
お
け
る
唐
と
地
方
公
共
団
停
の
音
務
に
つ
い
て
規
定
す
る
こ
と
が
適
当
マ
教
育
振
興
基
本
計
画
の
策
定
の
綴
拠
を
擾
定
す
る
こ
と
が
適
当
(
改
正
案
の
出
て
い
る
条
文
、
砂
義
守
レ
ま
し
た
)




